
険
資
金
が
、
官
営
の
特
殊
法
人
（
道
路

公
団
や
住
宅
公
団
な
ど
）
に
流
れ
、
非

効
率
に
使
わ
れ
る
制
度
を
改
め
、
こ
の

膨
大
な
資
金
（
国
民
の
金
融
資
産
総
額

の
四
分
の
一
を
占
め
る
）
を
民
間
市
場

で
有
効
活
用
し
、
国
民
経
済
を
よ
り
活

性
化
す
る
点
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公

社
の
ま
ま
で
は
国
際
競
争
力
を
強
め
る

こ
と
が
困
難
で
す
が
、
民
営
化
に
よ
っ

て
変
化
に
対
応
し
や
す
く
な
り
、
コ
ン

ビ
ニ
化
な
ど
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
事
業
の
多
角
化
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
公
明
党
は
国
会
内
で
両
院
議
員
総
会

を
開
き
、
神
崎
代
表
は
「
選
挙
で
は
改

革
を
進
め
る
政
党
か
改
革
を
後
退
さ
せ

る
政
党
か
が
問
わ
れ
る
」
と
し
て
、
連

立
政
権
で
証
明
さ
れ
た
『
改
革
力
・
公

明
党
』
を
強
力
に
訴
え
て
い
く
と
力
説
。

全
議
員
が
衆
院
選
勝
利
へ
死
力
を
尽
く

す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
衆
院
解
散
を
受
け
、
公
明
党
は
午
後

７
時
過
ぎ
か
ら
国
会
内
で
衆
参
両
院
議

員
総
会
を
開
催
、
衆
院
選
大
勝
利
へ
力

強
く
出
陣
し
ま
し
た
。

　

この紙は大豆インクで印刷されています。

　
八
月
八
日
の
参
議
院
本
会
議
で
郵
政
民
営
化
法
案
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
よ
り
、

小
泉
純
一
郎
首
相
は
衆
議
院
を
解
散
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
日
程
は
「
八
月
三
十
日
（
火
）
公
示
―
九
月
十
一
日
（
日
）
投
票
」
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
公
明
党
は
、
民
営
化
の
中

身
に
つ
い
て
、
政
府
に
対
し
多
く
の
要

望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

①
経
済
の
活
性
化
　
②
構
造
改
革
全
体

と
の
整
合
性
　
③
国
民
の
メ
リ
ッ
ト
（

利
便
性
）
　
④
全
国
約
二
万
四
千
の
郵

便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
源
の
活
用
　
⑤
約

二
十
七
万
人
の
職
員
の
雇
用
へ
の
配
慮

の
五
原
則
を
踏
ま
え
て
改
革
に
取
り
組

む
よ
う
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　
公
明
党
の
強
い
要
望
の
結
果
、
提
出

さ
れ
た
法
案
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
の｢

地
域
・
社
会

貢
献
基
金｣

の
設
置
、
第
三
種
・
第
四
種

郵
便
の
割
引
制
度
の
維
持
、
職
員
の
雇

用
へ
の
配
慮
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
都
市
部
の
郵
便
局
に
つ
い
て
も
国

民
の
利
便
性
に
配
慮
す
る
こ
と
で
政
府

と
合
意
し
て
い
た
の
で
す
。

　
そ
の
意
義
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
民
間
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
よ
り

国
民
に
と
っ
て
便
利
な
郵
便
事
業
に
改

革
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
も
う
一

つ
の
最
大
の
狙
い
は
、
「
政
府
保
証
」

と
い
う
信
用
を
背
景
に
集
め
た
３
４
０

兆
円
に
も
の
ぼ
る
郵
便
貯
金
、
簡
易
保

な
ぜ
民
営
化
す
る
の
か

　
一
方
、
郵
政
公
社
は
、
法
人
税
や
事

業
税
、
所
得
税
な
ど
、
本
来
、
民
間
企

業
が
支
払
う
べ
き
税
金
が
免
除
さ
れ
て

い
て
、
「
見
え
な
い
国
民
負
担
」
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
民
営
化
で
こ
れ
を
減

ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

国
民
負
担
の
軽
減
化

　

公
明
党
五
つ
の
主
張

　
野
党
・
民
主
党
は
、
法
案
に
反
対
し

な
が
ら
も
、
郵
政
事
業
改
革
を
ど
う
す

る
の
か
、
明
確
な
方
針
を
い
ま
だ
に
示

せ
な
い
ま
ま
。
ま
っ
た
く
対
案
も
提
出

で
き
ず
、
無
責
任
に
批
判
を
繰
り
返
す

ば
か
り
で
し
た
。
何
よ
り
大
切
な
の
は
、

国
民
の
利
便
性
向
上
と
経
済
活
性
化
で

あ
り
ま
す
。
公
明
党
は
、
あ
く
ま
で
利

用
者
・
国
民
の
視
点
か
ら
、
郵
政
改
革

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

野
党
の
無
責
任
な
批
判

未来志向をもって構造改革を進めます！
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郵
政
法
案
否
決
、
衆
議
院
解
散
！

改
革
力
公
明
党
か
、
後
退
野
党
か

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
神
崎
代
表
は
、
衆
院
解
散
に
つ
い
て
、
「
内
政
、
外
交
と
も
に
重
大
な
懸
案
が
あ
る
中
で
政
治
空
白
を
つ
く
る
解
散
は
す
べ
き
で
な
い
と
（
首
相
に
）
申
し
上
げ
た
が
、
解
散
は
首
相
の
専
権
事
項
だ
。
解
散
が
決
ま
っ
た
以
上
、
公
明
党
は
解
散
・
総
選
挙
を
受
け
て
、
堂
々
と
戦
う
」
と
強
調
。

　
衆
院
選
の
争
点
に
関
し
て
は
、
「
郵
政
民
営
化
に
賛
成
か
反
対
か
。
ま
た
、
改
革
に
賛
成
か
反
対
か
だ
」
と
指
摘
し
、
「
公
明
党
は
常
に
改
革
の
先
頭
に
立
ち
、
改
革
の
実
行
役
と
し
て
今
日
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
改
革
を
推
し
進
め
る
政
党
か
、
改
革
を
後
退
さ
せ
る
政
党
か
が
問
わ
れ
る
選
挙
で
あ
り
、
『
改
革
力
・
公
明
党
』
を
強
力
に
訴
え
て
い
く
」
と
力
説
し
た
。

　
ま
た
、
郵
政
民
営
化
に
つ
い
て
、
「
官
か
ら
民
へ
の
流
れ
を
推
し
進
め
、
日
本
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
に
避
け
ら
れ
な
い
改
革
だ
」
と
指
摘
し
、
「
選
挙
で
は
小
泉
自
民
党
と
協
力
し
、
何
と
し
て
も
過
半
数
を
獲
得
し
、
再
び
国
会
に
郵
政
民
営
化
法
案
を
提
出
し
て
成
立
さ
せ
る
」
と
強
調
。
民
主
党
な
ど
野
党
に
対
し
て
は
「
郵
政
民
営
化
に
対
し
て
徹
底
的
に
反
対
姿
勢
を
貫
い
た
。
野
党
は
日
本
の
改
革
に
反
対
を
表
明
し
た
に
他
な
ら
な
い
」
と
批
判
し
た
。

　
さ
ら
に
、
神
崎
代
表
は
、
衆
院
選
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
策
綱
領
）
で
、
（
１
）
ム
ダ
ゼ
ロ
の
推
進
（
２
）
安
全
・
安
心
の
日
本
の
構
築
（
３
）
子
育
て
支
援
な
ど
少
子
化
対
策
―
―
等
の
政
策
を
掲
げ
る
考
え
を
示
し
な
が
ら
、
「
公
明
党
が
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
て
実
現
し
て
き
た
輝
か
し
い
数
々
の
政
策
と
そ
の
政
策
能
力
を
国
民
に
訴
え
、
全
員
勝
利
し
て
い
く
」
と
訴
え
た
。

　
草
川
昭
三
参
院
会
長
は
、
郵
政
民
営
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
「
公
明
党
は
未
来
志
向
で
構
造
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
同
時
に
国
民
生
活
を
守
る
生
活
者
の
視
点
で
郵
便
局
や
郵
便
局
職
員
を
守
る
精
い
っ
ぱ
い
の
戦
い
を
し
た
」
と
強
調
し
つ
つ
、
「
残
念
な
が
ら
友
党
の
中
に
我
々
の
信
頼
に
応
え
よ
う
と
し
な
い
悪
い
政
治
家
が
い
て
衆
院
に
迷
惑
を
か
け
た
」
と
指
摘
し
、
参
院
公
明
党
と
し
て
「
衆
院
選
勝
利
に
死
に
物
狂
い
で
戦
う
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
冬
柴
幹
事
長
は
、
「
勇
気
と
団
結
と
執
念
で
完
全
勝
利
し
た
い
」
と
力
説
し
、
「
勝
つ
ぞ
！
　
エ
イ
、
エ
イ
、
オ
ー
！
」
と
全
員
で
勝
ち
ど
き
を
上
げ
た
。

　
両
院
総
会
に
は
小
泉
首
相
が
駆
け
付
け
、
「
公
明
党
は
終
始
、
郵
政
民
営
化
に
賛
成
し
協
力
し
て
も
ら
っ
た
。
郵
政
民
営
化
に
賛
成
か
反
対
か
を
国
民
に
聞
い
て
み
た
い
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
改
革
を
目
指
し
て
勝
利
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
郵
政
民
営
化
関
連
６
法
案
の
採
決
は
８
日
午
後
１
時
の
参
院
本
会
議
で
記
名
投
票
さ
れ
、
賛
成
１
０
８
票
、
反
対
１
２
５
票
の
１
７
票
差
で
否
決
さ
れ
た
。
自
民
党
議
員
の
造
反
（
反
対
２
２
人
、
欠
席
・
棄
権
８
人
）
で
、
反
対
が
自
公
両
党
の
賛
成
を
上
回
っ
た
。

　
参
院
本
会
議
後
の
自
公
党
首
会
談
で
、
小
泉
首
相
は
「
郵
政
民
営
化
が
で
き
な
け
れ
ば
、
行
財
政
改
革
も
何
も
で
き
な
い
」
と
解
散
の
意
向
を
表
明
。
さ
ら
に
「
（
法
案
に
）
反
対
し
た
人
は
公
認
し
な
い
。
徹
底
し
て
闘
う
」
と
し
て
、
「
改
革
勢
力
を
再
び
結
集
し
、
自
公
で
過
半
数
を
取
り
、
再
び
郵
政
法
案
を
成
立
さ
せ
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
神
崎
代
表
は
「
今
、
解
散
す
べ
き
で
は
な
い
。
政
治
的
空
白
を
つ
く
る
べ
き
で
な
い
し
、
十
分
な
選
挙
協
力
が
で
き
ず
、
厳
し
い
選
挙
結
果
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
が
、
首
相
は
「
お
話
は
伺
う
が
、
決
意
は
変
わ
ら
な
い
」
と
応
じ
た
。
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